（府労組連）

回　　答

令和３年１月25日

総　務　部　長
【府労組連】最終回答
今季の交渉につきましては、新型コロナウイルス感染症への対応下において、交渉・事務折衝の縮小などのご協力に感謝申し上げます。
去る令和２年12月７日に、府労組連からご要求のありました諸事項につきましては、これまでの事務折衝を通じまして、皆様方のご要求の趣旨ご意見を十分に承るとともに、種々協議を重ねてきたところでございます。
ご要求の諸事項は、いずれも職員の給与、その他の勤務条件に関する重要な事項でありますが、社会経済情勢が依然として厳しい状況や本府の置かれている現状を踏まえ、ご要求いただいた諸事項について検討してまいりました。
本日は、知事とも十分相談いたしました、その結果につきまして、ご回答申し上げたいと存じます。
第１のご要求について、皆様方との良き労使関係については、これまでの経過を尊重し、今後とも、双方の努力により築いてまいりたいと存じます。
職員の給与、勤務条件に関わる諸問題については、所要の協議を行ってまいりたいと存じます。
第２のご要求について、人事委員会勧告は、労働基本権制約の代償措置であることから、尊重することが基本であると考えております。　

令和２年度については、人事委員会の報告どおり、月例給の改定を行わないこととしたいと存じます。
公務上の都合による臨時・緊急的な月途中採用については、令和３年４月から、採用月の通勤手当を日割りにより支給したいと存じます。
第５のご要求について、新型コロナウイルス感染症対応に伴う月途中異動等については、令和２年４月に遡り、通勤費用負担額を旅費により支給したいと存じます。
なお、災害等の発生により、通勤手当上の経路と異なる経路により通勤した場合については、令和２年４月に遡り、通勤費用負担額を旅費により支給したいと存じます。
第６のご要求について、電動車椅子等については、１km以上使用する場合に、令和３年４月から、通勤手当の支給対象となる交通用具に含めることとしたいと存じます。
なお、通勤が困難であると認められる身体に障がいを有する者に係る通勤手当の加算措置については、令和３年４月から廃止することとし、条例（案）を２月の定例府議会に提出したいと存じます。
その他のご要求の諸事項については、これまでの事務折衝でお示ししたとおりです。

ご要求に対する回答は、以上です。

